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   本単元で目指す児童の姿  

本単元で目指す

児童の姿 

様々な情報を関係付けて表す方法

や効果を理解し，目的に応じて情報を

分類したり関係付けたりしながら，自

分たちが描いた町の未来の姿をプレ

ゼンテーションにまとめ，資料提示等

工夫して表現している。 

育成を目指す

資質・能力 

知識及び技能 
情報と情報の関係付けの仕方，図などによる語句と語句

の関係の表し方を理解し使うことができる。 

思考力，判断力，

表現力等 

目的に応じて，集めた材料を分類したり関係付けたりして

伝え合う内容を検討することができる。 

学びに向かう力，

人間性等 

 言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読書をし，国

語の大切さを自覚して思いや考えを伝え合おうとする。 

       課題発見・解決学習の過程 

 

 

              

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図や表を関係付け

て活用することが

できたかな。 

総合的な学習の時間に取り組んでいることに関連させ，町の
現状や課題を見付けて未来の姿につなげていきたいな。 

情
報
の
収
集 

パフォーマンス課題 

 自分たちの町の課題解決に向け

て未来の姿を描いた提案内容を各

自が考え，安浦のまちづくりについ

て地域の方と一緒に活動につなげ

ていくことができるように「やすう

ら未来子ども会議」に向けてプレゼ

ンテーションで思いや考えを分か

りやすく発信しよう。 

整
理
・
分
析 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

振
り
返
り 

実
行 

「始め」「現状」「事例」「提案」の基本のプレゼン

テーションの構成をおさえ，タブレットを活用しなが

ら発表の流れを考えさせる。 

具体的な目的や相手をイメージさせ，「主体的な取

組」「人のつながりを大切にする取組」の２つをキー

ワードとして読み取らせる。 

自分たちの目指す町の姿について分かりやすく伝えるため
には，どんな情報を集めてどのような内容や方法で提案すれば
よいかな。 

 

塩谷・日之浦方面 

日之浦→塩谷 

単元構成（思考のプロセス） 

ルーブリック（見直し・改善） 

主体的・対話的で深い学びのための指導のポイント 

安浦の町づくりの取組事例や町づくりへの意識につ

いてのアンケート結果を提示することで自分ごととし

て課題解決しようとする気持ちをもたせる。 

国語科 第６学年１組 単元名 「やすうら未来子ども会議」で発信しよう（町の幸福論～コミュニティデザインを考える～） 指導者 大亀 栄子 

○ 速さと道のり

が分かったから，

かかる時間を求

めたいな。 

 （時間の求め方） 

○ 道のりが分らな

い箇所がある。か

かる時間と速さは

分かっているか

ら，道のりを求め

てみたいな。 

（道のりの求め方） 

 

尺度 プレゼンテーションの構成         発表の表現力 

３ 

提案内容に沿った複数の資料を関係付けたり全

体の構成を練り直したりしながら，必要な文言や数

値等を引用し実物や画像などを取り入れたプレゼ

ンテーションを作成している。 

聞き手の表情や反応に応じて問いかけや補足をし

たり，順番やタイミングを工夫しながら資料を提示

したりしながら場面や相手を意識して発表している。 

２ 

提案内容に沿った資料を選び，必要な文言や数値

等を引用したり，実物や画像などを用いたりしなが

らプレゼンテーションを作成している。 

資料の順番を工夫したりタイミングよく資料を提

示したりしながら場面や相手を意識して発表してい

る。 

１ 
提案内容に沿った資料を選び，プレゼンテーショ

ンを作成している。 

資料を提示しながら発表している。 

 

 

提案内容と紹介する事例，全体の構成や時間配分，

資料等のプレゼンテーションをより効果的にする条件

を確かめさせる。 

自分たちの考えが伝わっているか，興味を引き付け

るために取り入れたくふうは効果的であったか聞き手

を意識しながら準備させる。 

提案内容と関連した事例であるか，本当に必要な資

料であるかをお互いに検討し合い，再度見直しをさせ

る。 

５ ３ 

４ 

 適切な事例を取り

上げて分かりやすく

伝えることができた

かな。 

振り返りの場面では，プレゼンテーションの構成や

資料の提示の仕方など，自分の考えを分かりやすく伝

えることができたかを振り返らせ，今後の学習に生か

していく。 

効果的な事例や資料を選んだり情報を関係付けて活用したり

して表現すると分かりやすく伝えることができるな。 

プレゼンテーションの構成を考え，提案と関連する事例や必
要な資料を作成してみよう。 

構成や発表内容に合わせた役割を決めて練習し，話し方の工

夫や資料の効果的な使い方について話し合ってみよう。 

 

 

 て発表をしよう。 

 

 目的や相手を意識しプレゼンテーションをしてみよう。 

パフォーマンス課題の設定 

プレゼンテーションの特徴や効果的に伝える方法ついて考える。 

地域の方に町の未来についてプレゼンテーションで発信する。 

課
題
の
設
定 

「町の幸福論」を読んで，事例と自分たちの町との相違点につい

て考える。 

自分たちが描く町の未来について課題をもつ。 

２ 

１ 

自分たちの町の未来についての提案内容を考える。 

事例を取り上

げると分かり

やすいな。 

図や表を効果的に

活用することがで

きるな。 

バックキャスティング等の

未来の姿を具体的にイメー

ジできる方法があるな。 

具体的な未来の姿

のイメージが伝わ

ったかな。 

総合的な学習の時間との関連 


